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概 要 産婦 を鮓 為に嫡 法に よ り・仰臥位分娩群 纏 位 駿 群 に わ け濔 欄 で 月台児心拍姻 碇 量
的分析，Apgar ス コ ァ ，臍帯動脈血 ガ ス 分析値 ， 臍帯動脈血 カ テ コ ール ア ミ ン 値 ， 出生 5分後の新生児
心 拍数などを比較検討 して謂 魏 環境へ の 騨 雌 の 影響 齢 い 喉 討 し t。 ．豫 は 妊郷 6 − 41週 の 産
婦 148例 で

， 仰臥位分娩群 81例 （初産婦35例，経産婦 46例）， 座位 分娩群 は 67例 （初産婦 25例， 経産婦 42
例）で あ つ た、胎児心拍数 と陣痛は 分娩監視装置で ，外測法 に よ り得た 儒号 を 自勤診断補助装置 に 入力
し解析 し た．臍帯動脈 血 ガ ス 分析 に は 全 自勳 Radiometer　ABL ・2を使用 した，臍帯動脈 血 カ テ ・ 一ル ア
ミ ソ 値は 無作為 に 25例 を 選賦 高速 液 体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
に よ る THI 法を用 い て 計測 し た tそ の 結果

は 次 の と 齣 で あ つ た・1）分娩 離 に 差 は なか つ た が，吸弓吩 嫐 漣 位交褫 群 に低率 で あ つ た．低
Apga ・ ス ’ ア 噺 生児仮死 は

・ イ9P臥位初醐 群 で 3例 （8．7％）をみ，座位初麟 灘 で は 1例 もな か つ た 。
2）鸚 動脈 tmガ ス 分析齢 初蕨 で 蹉 1よな か つ た ．経醐 で は仰臥位分娩群鮪 意 に 好結果で あ つ

た 潜 融 馳 カ テ ・ 晒 ア ・ 埴 は 座位 分娩群に 低 噸 師 ・み られ た 潤 生、 5鍛 噺 生児心攤 は
，

仰臥位分娩群に 180以上 の頻脈が多くみ られ た．3）分娩前 2時 間 の 胎児仮死指数最高点 3点以上は，仰
臥位殖 麟 が 姻 （11・4％）・仰臥位灘 繍 が 3 例 （6．5％） に 対 し

， 座位初産繍 は 1例 もなく，
韆 繍 も 1Bll（2・4％）で あつ た ．胎タ肪 撒   ア は 分撚 経過時間 で 漣 位 分麟 に低噸 向をみ
た 。胎児心 拍数基線 ， 心拍数紹変動 は い ずれ も座位分娩群 に良い 傾向が み られ た。

　総合的 に 座位分娩 に 良 い 胎児の 環境 と し て の 傾 向 が み られ た が，各所見 の 優位 な統計学的有意差 は み
られな か つ た ．
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　近年 ， 分娩監視 の 普及 に よ り， 胎児や新生児に

対す る外的因子の 影響を検討で きる よ うに な り，

周 産期死亡率 は 飛躍的に 改善 され ， それ に ともな

い 母 体や胎児 ， 新生 児に 対 し て ， よ り悪影響の 少

な い 分 娩 の 探 求 が 盛 ん に な り，座 位 分

de1）6’8）’）” ）’9）22’tlc対す る検討が多 くの 施設で 行わ れ

て い る．し か し， 分娩 に は 多 くの 因子が 複雜 に 関
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与 し て お り， 胎児や 新生 児に対す る分娩体位 の 影

響を比較評価す る こ と は 容易で な い ．そこ で 本研

究で は 当科 に 入院 した産婦 を，統計学的 に 無作為

に 選別 して ， 座位分娩か仰臥位 分娩 か の い ずれ か

を と らせ ，分娩体位以外の 要因を 同一
に 設定 した 。

そ し て 胎児新生児所 見の 定量的解析を行 うこ と に

よ り， 母体体位の 胎児環境に 対す る影響を検討 し

た 、

　　　　　　　対象及 び研究方法

　対象は 鳥取大学医学部附属病院産科婦人科で 経

腟分娩し た 妊娠 36週か ら41週 ま で の 産婦で ， 骨 盤

位分娩 ， 多胎妊娠 ， 分娩障害 とな る胎児奇形が予

想 された も の
， 重症妊娠中毒症，前期破水後児頭

の 骨盤 へ の 嵌入 が み られず，臍帯脱出な どの 危険

が予想 され るも の は 対象外 と し た。

　対象者 は 当科入 院時，陣痛が 10分間隔 で あ り，

分娩第
一．asとみ なされ た産婦は 直ち に ， 封筒法 に

よ り座位分娩群 と仰臥位分娩群 に 無差別に 選別 し

た ．入院暁 分娩第一期 に達 しな い es・ma　lt・Z，陣痛

が10分間隔 とな り分娩第
一一期 とみ な され た 時点

で ，体位 の 選別を行 つ た ．

　 産婦は 体位選別時か ら児娩出まで ， 定 め られた

体位で 観察 し，研究途 中 に 本人の 意志に よ り定め

られ た 体位 と異 な る体位を 希望 し た 時 は，本研究

の 対象外 とした ，

　 産婦 は 浣腸後 ， 仰臥位分娩群 は ベ
ッ トあ る い は

分娩台上で ，仰臥位ある い は側 臥位を と らせ た ．

座位分娩群は子宮 口 7cm 開大以前は ，座位専用 の

椅子 で ，座位 の 姿勢を と らせ た．子宮 卩 7cm 開大

以後は 分娩台上 で 座位 の 姿勢 を とらせ た．分娩台

は タ カ ラ ベ ル モ ソ ト 社 の DG ・390MZ を使用 し，座

位の 姿勢の 角度は 約 60
°
と した ．座位分娩で は児娩

出後直 ち に，母体の 背部を水平位 に戻 し た 。

　 胎 児心 拍 数 に は ，分娩監 視装 置 （ト
ー

イ ツ 製

MT810B ） の 外測法に よ り得た 胎児心拍数 陣痛

の 信号を 自動診断補助装置 （ト
ーイ ッ 製 MT140 ）

に 入 力 し 自動解析 し た ．そ の 結果 ， 分娩前 2時間

の 胎児仮死指数 の最高点， 分娩前 1時間 の 各 5 分

の 胎児心 拍数ス コ ア ， 5 分 ご とに 記録 され る 自動

解析結果 の 1，776区画 の 心 拍数 ス コ ア，心 拍数基

線 ，
10ng　term 　variab 量1ity（LTV ） に 相当す る基

線細変動振幅値 ， 分娩前 15分間 の
一過性頻脈数を

日産婦誌 39巻 6 号

比較検討 した 。さ らに 分娩ee−一一一em，分娩第二 期 の

所要 時間を記録した ．なお新生児 の 状態の 評価 と

して
， 出生 1 分後 の Apgar ス コ ア

， 胸部誘導心電

図に よ り計測 した 出生 5 分後 の 1 分間の 新生児平

均心 拍数 臍帯動脈血 ガ ス 分析値 の 検討 もあわ せ

て 行つ た 。ま た ，無作為に 選ん だ 25例 （仰臥位分

娩群 11例 ， 座位 分娩群 14例）に つ い て 臍帯動脈血

カ テ コ ール ア ミ ソ を測定 し比較 し た 。

　臍帯動脈血 に つ い て は 出生直後 ， 第
一

呼吸關始

前に ， 臍帯をニ ヵ所で 挟鉗 し た 後に 採血 し 直ち

に 全 自動 Radiometer 　ABL −2を 用 い て ガ ス 分析

を行 つ た． カ テ コ
ール ア ミ ン は血清分離後凍結保

存 し， 高速 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに よ る THI

法を用 い て 計測 し た ．

　症例数は仰臥位 分娩群が 81例 （初産婦 35例 ， 経

産婦46例）， 座位分娩群 67例（初 産婦 25例，経産婦

42例） で あつ た。両群間 に年齢，経産回数 ， 児出

生休重，児の 性別，DHA −S の 使用回数 など に偏 り

が なか つ た。

　　　　　　　　　 研 究成績

　 1）分娩所要時間 （表 1 ）

　分娩時間は 対数変換を 行い 正規分布訂正 後に 平

均値 を求め た。 い ずれ も仰臥位分娩群 と座位分娩

群 と の 間 に差は な く， 座位分娩 に お け る 分娩所要

時間の 短縮 は み られ なか つ た 。

　 2）　吸弓1分娩率

　 仰臥位初産婦群 が 13例（37，1％）， 座位初産婦群

は 7例（28．0％）．仰臥位経産婦群 は 2例 （4．3％），

座位経産婦群は 2 例 （4．8％）で あ つ た ．初産婦群

で は
， 座位分娩群が仰臥位分娩群 に 比 べ 低率で あ

つ た が
，

い ずれ の 群 で も有意差は な か つ た 。

　 3）新生児仮死

　 出生 1 分後の Apgar ス コ ア で は ， 7点以下の 新

生 児仮 死 の 症 例 数は
， 仰 臥位 初 産婦群 の 3 例

（8．7％） に 対 し，座位初産婦群で は 1例 もみ られ

な か つ た が有意差は な か つ た 。仰 臥位経産婦 群で

は ］例 （2．2％），座位経産婦群で は 1例 （2．4％）

で あつ た 。

　 4）臍帯動脈血 ガ ス 分析値 （表 1）

　 仰臥位初産婦群 で は pH ≦7．25の 症例 数は 7 例

（20，1％）， 座位初産婦群 の 3例 （12．0％） で あ つ

た．初産婦群で は ，pH ，　Pco2 ，
　Po ， ，　HCOI ，　base
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表 1　 分娩所要 時 間 （対数変換後 の 正規 分 布に お け る平均値），臍帯動脈IM
ガ ス 分 析値 の 分娩 体位 に よ る 比較

初　 　 　 　 　 　 産 経　　　　　　 産

分娩 所要時 闘 仰 　臥 　位 座 　 　　位 仰 　臥 　位 座 　 　　位

n 躍35 n 宰25 n ；46 n ・二42

分娩第一期 （分） 597．4 653，7 327 ，8 301．6

分娩第二 期 （分） 17．2 18．1 5．8 7．7

胱帯血 ガ ス 分析値
初　　　　　　 産 　　　　　　　　経　　　　　　　産

仰　 臥　位 座 　　　 位 仰　臥 　 位 座 　 　　位

PH 7．29 7．31 7，37串 7．33

Pco2　 （mmHg ） 45，49± 8．5344 ．63：督
17．3637 ，66± 6．26＊ 43．75±7．72

Po2　 （mmH9 ） 18．22±4，6419 ．58±3，6825 ．5〔1± 6．36宰 21 ．03± 5．06

｝ICO正 （rαm   レ1） 21．2（1± 2．2721 ．53± 2，2221 ．48±2．14鵬 22．5］± 2．30

BE 　 　（mmol ／D 一5 ，17士 2．73 ．−4．56± 2．07 一3，18± 2．14 一一3．17± 2．11

Mean 士 SD

（注）pH は 水素 イ オ ン 濃 度 に 変換 して 平均値 を取 つ た後，　 pH に 変換 して 記 し た

ip
＜ O．05

excess （以下 BE と略）の
，

い ずれ に つ い て も， 統

計学的な有意差は み られ な か つ た。経産婦群で は
，

BE を の ぞ くパ ラ メ ー
タ で

， 仰臥位分娩群 が有意

に （p く 0．05）好結果で あつ た．

　 5）臍帯動脈1血 カ テ コ ー
ル ア ミ ン 値 （図 1）

　 エ ピ ネ フ リ ン は
， 仰 臥位 分娩 群で 0．14± 0．21

ng ／ml ，座位分娩群で 0．13± O．14ng／ml ． ノ ル エ ピ

ネ フ リ ン は
， 仰臥位 分娩群 で 1．15± 1．74ng／ml ， 座

位分娩群で O．82± O．93ng／ml で あつ た ，座位分娩

群に や や低値 の 傾 向がみ られた が，有意差 は なか

つ た ．

　 6）　新生Lec♪才白数

　図 2 に 児出生 5分後の 1 分間に 計測 した新生児

平均心拍数 の ヒ ス トグ ラ ム を初産婦群 と経産婦群

に 分け て 示 す ．図に 示す よ うに 180以上 の頻脈 の 症

例 は 仰臥位初産婦群が 18例 （51．5％）， 座位初産婦

群 が 9 例 （36．0％）．仰 臥 位 経 産 婦 群 が 16例
（34．8％）， 座位経産婦群が 13例 （3e．9％）で ，仰

臥位群 に 多か つ た が有意差 は な か つ た ．

　 7）胎児心拍 数図 の 評価

　  分娩前 2 時間 の 胎児仮死指数 の 最 高点 （表

2）

　胎児仮死 と診 断す る 3 点以上 の 症例数は，仰臥

位初産婦群は 4 例（11．4％）， 仰臥位経産婦群 は 3
例 （6．5％）で あつ た が，座位初産婦群 は 1 例 もな

E 卩 inephri 【 e

　
nglmiO

，4

O．3

0．2

0．1

0

NorePinePhrine

　・91ml

　 　 3．O

E　 NE

仰臥位鮮

（n ＝ 11）

2．o

1．0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
　 　 　 　 E　 N 匸

　 　 　 　 座 位群

　 　 　 （n ＝ 14）

［：：コ E に 卩 1 ． eph 。 i． の

量〜2コ　NE （Norep 口冖 e 卩hrine ）

図 1 　臍 帯動脈 血 カ テ コ ール ア ミ ン 値

く，座位経産婦群 は 1例 （2．4％）で あつ た 。座位

分娩群 に 良 い 結果が み られ た が，統計学的 な有意

差 は な か つ た ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囗 仰臥位分娩群

　　 　　 　　 　　　 　　 皿 座 位 分 娩 霹

図 2　 出生 5 分後 の 1 分間 の 新生 児平均心 拍数

  分娩前 60分間の 胎 児心拍数 ス コ ア （図 3）

分娩経過に よ る各 5分ご と の 胎児心拍数 は，初

日 産 婦誌39巻 6 号

産婦群で は ，座位分娩群が仰 臥位分娩群 に 比 べ て

低値で あっ た が，有意差 ぽ なか つ た，経産婦群で

は 両 群に差 は み られ な か つ た ．

　  1
，
776区 画 の 胎児心 拍数ス コ ア （図 4 ）

　 5 分間の 胎児心拍数 ス コ ア 算出可能 な区画数は

合計 1，776区画で
， そ の うち ス コ ア が 11以上 と な つ

た 区画数は ，仰 臥位初産婦群 が31／420 （7．4％），

座位初産婦群は 5／300（L7 ％）。仰臥位経産婦群は

9／564 （1．6％）， 座位経産婦群は 14／504 （2．8％）

で ，仰臥位初産婦群に 多 くみ られた が，有意差は

なか つ た，

　  胎児心拍数基線 （表 3）

　 5 分閲 の 胎児心拍数基線計測可能の 区画 は 合計

1，776区画で ， そ の うち仰臥位分娩群で は
， 胎児心

拍数基線値が 160bpm 以上 の 区画数 が，初産婦群

で 24／420 （5．7％），経産婦群で 58／552 （10．5％）

と，座位 分娩群 よ り多 くみ られた が，有意差 は な

か つ た．

　  胎児心拍数基線細変動振幅 （表 3）

　 5 分間 に 本細変動振 幅計 測可 能な 区画 は 合 計

983区画で ， Hon の 分類
正5）に よ る細 変動 消失を 示

す 0〜2bpm の 区 画 が ， 仰 臥 位 経 産 婦 群 に 18／

331 （5．4％） あつ た が ，有意差は なか つ た。

　   分娩前20分間の
一

過性頻脈数 （表 2）

　仰臥位 分娩初産婦群 で は 0 〜 3 の 割合 が，26／

表 2　胎児 仮死指数，分娩前 20分 間 の 一過 性 頻 脈数の 分 娩 体位 に よ る 比 較

初　 　 　 　 　 　 窪 経　 　　 　 　　 　産

胎児仮死 指数
仰臥 位 （％） 座 　位 （％） 仰臥位 （％ ） 座　 位 （％）

  19 （54，3） 13 （ 52，ω 29 （63．0） 23 （54，8）

1 6 （17、1） 10 （40． ） 11 （23．9） 16 （38．1）

2 5 （17．1） 2 （ 8 ．0） 3 （ 6．5） 2 （ 4．8）

3 4 （U ，4） 0 （ 0，0） 3 （ 6．5） 1 （ 2，4）

合 　計 35 （100．0） 25 （100． ） 46 （100，0） 42 （100．O）

初 　 　　 　 　　 　産 経 　　　　　　　産

過 件頻脈 数
仰 臥位 （％） 座、位 （％） 仰臥位．（％） 座　位 （％）

0〜 3 26 （74 ，3） 14 （ 56．0） 32 （69．6） 29 （69．0）

4〜 7 7 （20 ，0） 8 （32，0） 王1 （23．9） 12 （28．6）

8〜11 1 （ 2．9） 3 （王2，0） 3 （ 6，5） 1 （ 2．4）

12〜15 1 （ 2．9） O （ 0．0） 0 （ 0．0） 0 （ 0．O）

合 　計 35 （10 ．0） 25qGO 、0） 46 （IOO，0） 42 （100，0）
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35 （74．3％） と多 か つ た が，有意差は な か つ た。

　　　　　　　　　考　　案

　分娩体位の 母体 ， 胎児 ， 新生 児に 対す る影響に

つ い て の 検討は ，様 々 な角度か ら行わ れて い る．

し か し分娩 に は 多 く の 因子が 複雑 に 関与 して お

969

り， 分娩体位 の 影響の み を比較評価す る こ と は む

ずか し い ．本研究で は
， 対 象を封筒法を用 い て ，

無作為 に仰 臥位 分娩群 と座位分娩群 に 選別 す る こ

とに よ り，両群 の 相違点を分娩体位 の み に 設定 し

た．その 結果得 られ た デ ー
タ を解析す る こ と に よ

り，胎児に 対す る 分娩体位 の 影響 に つ い て 検討 し

た ．

　
一般 に ， 座位分娩の 特微 と し て ， 分娩所要時間

の 短縮が指摘され て い るが 9｝19）20）
， 本研究で は仰臥

位分娩群 と座位分娩群 に 差は み られ なか つ た ．し

か し， 座位分娩群で の 低 い 吸引分娩率 は，Diaz　et
aLI3 ）

の 鉗子分娩 の 減少を裏付 け て お り，分娩第二

期に お い て ， 座位分娩 の 方が仰臥位分娩に 比 べ て ，

努責が 効果的で ある こ とを推 測す る こ とが で ぎ

る．

　座位分娩 で は新生 児仮死 発生が減少 する と の 報

告が見 られ るが 田 11），本研究 で も Apgar ス コ ア に

よ つ て測定した新生児仮死 の 発生 率で は
， 座位分

娩が初産婦群で 低率で あつ た。しか し Apgar ス コ

ア は主観的で あ るた め
， さ ら に客観的方法に よ つ

て 検討 し た ．

　客観的評価方法 で あ る 臍 帯動脈血 ガ ス 分析値
は ，座位や 側臥位 で は 好結果 で あ る とす る報告が

多 い
9）ll）16）．本研究 で は 特に 経産婦群で は 仰臥位分

娩 に 有意に 良 い 結果が得 られ た ． こ れは
， 胎児心
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表 3　各 区 画 に お け る 胎 児 心 拍数基線，細変動振幅値 の 分娩体位 に よ る 比較

初 　 　 　 　 　 　 産 経 　 　 　 　 　 　 産

胎 児心 拍数基 線 （bpm ）
仰臥 位 （％） 座　位 （％ ） 仰 臥位 （％） 座　位 （％）

70〜 99 2 （ 0．5） 0 （ 〔〕．  ） 2 （ 0，4）   （ o．o）

10  〜119 19 （ 4，5） 22 （ 7．3） 5 （ 0．9） 15 （ 3．0）

120〜159 375 （89．3） 265 （88．3） 487 〔88，2） 451 （89，5）

160〜179 14 （ 3．3） ／3 （ 4．3） 56 （10．1） 38 （ 7．5）

180〜199 9 （ 2 、1） 0 （ 0，0） 2 （ o．4） 0 （ 0．0）

200〜 ユ （ 0．2） 0 （ 0，0） 0 （ 0．0） O （ 0 ．0）

区　画 　 合 　言ト 42G （100．D） 300 （100．0） 552 （100．0） 504 （100．0）

初 　　　　　　 産 経 　　　　　　 産

胎 児心 拍数細 変動振幅値．
仰 臥位 （％） 座．位 （％ ） 仰 臥位．（％） 座 　位 （％）

no 　variability ： O〜2bpm5 （ 2．4） 4 （ 2．5） 18 （ 5．4） 6 （ 2．1）

minimal 　 varlab 漱 y ；3〜50 （ D．0） 0 （ 0．の 0 〔 O．0） 0 （ 0． ）

average ： 6〜10 41 （19 ．9） 40 （24，5） 81 （24．5） 74 （26．1）

moderate ： 11〜25 159 （77、2） 119 （73．0） 232 （70、1） 203 （71．7）

marked ； 25 ＜ 1 （ 0．5） 0 〔 0．O） 0 （ 0．0） 0 （   、0）

区　画 　 合　計 2 6 （100．0） ／63 （100．0） 331（IOO． ） 283 （100．0）

拍数の 異常が臍帯血 に 反映す る に は ， 5 〜30分程

度 の 猶予時間が あるた め 2）m
， 分娩の 進行が ス ム ー

ズ で あ る こ との 多 い 経産婦 で は
， 臍帯動脈血 に 分

娩体位の 影響が ， 表 われ ない の で は な い か と推測

された ．

　胎児の 低酸素状態は カ テ コ
ー

ル ア ミ ン の 分泌を

うながすの で ， 臍帯動脈血 カ テ コ
ー

ル ア ミ ン は 胎

児へ の 負荷を反映す る と考 えられる
1°）21）．関場 ら

S）

は 座位分娩で 臍帯血 カ テ コ
ー

ル ア ミ ソ は 有意に 低

下す る と述べ て い るが
， 本研究で は 臍帯動脈血 カ

テ コ
ール ア ミ ソ 値が ， 座位分娩群 に お い て や や低

値で あ り， 出生 5 分後 の 新生児で は
， 頻脈症例が

仰臥位初産婦群に 多 くみ られ た ． こ れ に よ り有意

差は な い も の の
， 特に 初産婦で は座位分娩 に お い

て胎児 に対す る影響の 少な い こ とが 推測 され る．

　胎児心拍 数図 は，胎児 の 低酸素状態を反映す る

と考 え られ る の で
4），娩 出直前まで の 胎児 へ の 影

響の 評価方法 と し て 妥 当で ある と考え られる．本

研究で は，仰臥位分娩 と座位分娩で 胎児心拍数図

の 定量的分析を行 うこ と に よ り， 分娩に 至る ま で

の 胎児環境 の 検討を行 つ た ，

　胎児心拍数図の 定量 的分析の 方法 とし て は ，前

田 ら
3）5）

，
Krebs 　et 　al ．is）な どが報告 し て い る ．座位

分娩 はそ の 循環動態か ら胎児に とつ て良い 環境で

ある と推測 され るが ， 分娩体位 に よ る胎児心拍数

図 の 検討で は 定性的評価 は 様 々 で あ る
06）9）．本研

究の 定量 分析 の 結果で は，胎児の 状態を総合的 に

反映す る
2）胎児仮死 指数 は ，座位 分娩群 に 良好 な

傾向を認 め た が，そ の 要素で ある 胎児心拍数 ス コ

ア で は，図 3 の よ うに 分娩経過時間で 初産婦群 で

は座位分娩群 の 方が低値を み たが ，有意差は な か

つ た。

　胎児心 拍数図の 心拍数基線に お け る，出生前 の

頻 脈 は 新 生 児 の ア シ ド
ー

シ ス を 惹 起 す る の

で
7）14），胎児の 状態 を表わ す重要 な指標で ある．そ

し て 仰臥位分娩 に頻脈が多 くみ られた こ と は ，座

位 分娩が胎児に お い て 良い 環境 とい うこ とを思わ

せ る．

　胎児心拍数は ，交感神経 と副交感神経の 交互 作

用 に よ り正常状態を保 つ て お り，低酸素状態に よ

り胎児 心拍 数基線細 変動 の 消失 を 引き起 こ す の

で
22 》

， 本所見は 分娩 時胎児仮死 の 指標 と考 え て 良

い 。仰 臥位分娩群で 胎児心拍数細変動値 の 消失が

多い こ と も， 座位分娩 の 胎児に 対す る良 い 影響を
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示す もの と考えられ る，

　Clark　et　a1 ．L2）大谷 7）に よれ ぽ
一

過性頻脈 の 存在

は
， 胎児の 予後を左右す るが

， 本研究 の 両群間に

差は み られ な か つ た ．

　 以上 の 様 に ， 胎児環境 として 仰 臥位分娩 に 比べ

て 座位 分娩 の 方が 好条件 で あ る の は推 測で きる

が，各所見 とも統計学的有意差を み る こ とがで き

なか つ た b リス ク の 高 くな い と予想 される分娩 ，

特 に 経産婦 に お い て は ，分娩体位 の 変化 の み に よ

つ て 分娩結果 を有意 に 変 える こ と は で きな い と考

えられ るが ， 胎児の 状態の 総合的評価 か らみ る と ，

IUGR （子宮内発育遅延）の よ うな ・ ・ イ リ ス ク の 症

例 で は ， 座位分娩 の よ うな分娩体位 の 変化は有効

な 手段で は な い か と思わ れ る。

　稿 を終 る に あた り，御指導，御校閲頂い た鳥取大学医学

部産科婦人 科学前 田
一

雄教授，御校 閲 頂 い た 同 生 理 学及川

俊彦教 授，同 小 児 科学白木和夫教授に 深謝す る．な お
， 本

論文 の 要旨は 第38回 日本産科婦人 科学会学術講演会，第22

回 日本 新 生 児学会学術講演会 に 発表 し た ．本研 究 の
…部 は

昭和60年厚生省心 身障害研 究 費 に よつ た．
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